
254 ソ連で開催された中層大気に関する国際シンポジウムの報告

らって腹も一杯になった頃，奥さんがこれからメィンの

料理を出していいか聞きにきた．それまで食べた山盛り

の料理は前菜ということになる．

　4．結　び

　ソ連を訪問するのは初めてなので，最近話題となるこ

とが多いペレスト・イカ前後の変化については私には良

く分からなかったが，ソ連での滞在一般について従来噂

されていた様な不自由さを特別には感じなかった．これ

は一つにはソ連科学アカデミーのV・Nechitailennko博

士を初めとする組織委員会の方々の配慮によるところが

大きい．またシンポジウムの最後に企画された，シルク

・一ドの交差点と呼ばれるサマルカンドヘの旅行は大変

参加者を楽しませた．

　尚，有益な国際シンポジウムに出席し，多くのソ連人

学者と親密に交流するという貴重な体験を得ることがで

きたのは，ひとえに井上科学振興財団から渡航費の援助

を頂いたおかげであり紙面を借りて深く感謝する次第で

ある．

　本報告を投稿中にドゥシャンベにおける政情不安が伝

えられた．一日も早く平穏な状態が戻ることを心より待

ち望んでいる．
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